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源氏物語の世界の重層的構造 と第1の 世界(京 の世界)の 本質








第4章 「宿 世 」・の罪 陸 と して の 自覚
第1箇 藤 壺 に澄 け る 「宿 世 」の罪 障 と して の 自覚
(1)藤 壺 の 物語 の源氏物 語 の全 構 想 に澄け る位置 と藤 壺 の 「宿 世 」の罪 障 と しての 自覚
(2)藤 壺 の 「宿 世 」の 自覚 の意 義 と限界
第2節 六 条 御息 所 に診 け る 「宿 世 」の罪 障 と しての 自覚
(1>問 題 の前提 的塗 備的 な叙 述 の考察
(2)御 息 所の心理 的破綻 と 「宿 世 」の罪障 と して の 自覚
(3)こ の物 語 に み られ る 自然的 な 「あは れ 」の一 様 相
第5:章 「宿 世 」観 の 確立 と「 あは れ 」の 深化
第1節 柏 木 に 澄 け る内面的 深 化
(1)柏 木 女三 宮 事件 の設 定、特 に柏 木 の性格 につ い て
(2)柏 木 女三 宮 事件 の経緯
(3)柏 木 に 診け る内 面的 深 化
一 「宿世 」の罪障 と して の 自覚 と自然的 層次 を こえ た 「あは れ 」へ の模索 一
第2節 光 源 氏 に 澄 ける 「宿 世 」観 の確立 と 「あはれ 」の深化
(1)光 源 氏 の 「宿世」の罪随 の 自覚、 「宿 世 」観 の確 立 と同 苦 的 「あはれ 」
(2)光 源氏 に 澄 け る 自然的 な 「あは れ 」の暗 黒 の洞 察
第6章 自然的 な 「あ はれ 」の 反省
一 そ の破綻 と解決 へ の試 み一
第1節 紫 上 に お・け る自然 的 な 「あはれ 」の深化
(1)紫 上 に論 け る 自然 的 な 「あは れ 」の苦悩 の体験
(2)紫 上 に おけ る(自 然的 な 「あはれ 」のはか なさ、 さ らに 人生 の)は か なさの感 知
(3)紫 上 の 出家 へ の顧望 、 そ の 内面 に生 じた価 値 の 転換
(4)紫 上 に あ らわれ た無 常 感 の 「あはれ 」
第2節 大君 に診 け る 「あは れ 」の 凍化
(1)大 霜の 精 神的 系 譜 につ い て
(2)大 君 にお・け る 自然的 な 「あは れ 」のは か な さ の感 知 とそ の解 決 の試 み として の死
第7章 「宿 世 」の 解釈 の転 園 と停 滞
第1節 光源 氏 に吾 け る 「宿 世 」の解 釈 の 転回
(光 源 氏 にお い て、 「宿世 」の内 面的 深化 の到 達点 として、 「宿 世 」が 入 を救 うため の
し
仏 の導 きの と りは か らい で あ る と了解 され る こ と)
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第2節 薫 に澄 け る「宿 世 」の 了解 と境地 の停 滞
(1)薫 の負 う課 題(2)大 君 の物 語 に 澄け る薫 の道 心 の破綻
(3)浮 舟 の事件 の経緯(薫 の側 よ りみ た る)
(4)薫 に鉛 け る 「宿 世 」の了解 の理念 的到達 と内 面的 深化 の停滞
第8章 源氏 物語 の 精神 的基 底 の終 結 と物語 の世 界
第1節 浮舟 に あ らわ れ た 自然 的 な 「あは れ 」にら いて
(1)浮 舟 の物 語 の前提 的 ・準 備的 な叙 述 の考察
② 浮 舟 に あ らわれ た 自然 的 な 「あは れ 」の様 相
(3)浮 舟 に 診 け る罪 障 の 自覚 と 自然 的 な 「あはれ 」の世界 の拒 絶(出 家)
第2節 源 氏物語 の精 神 的基 底 の終結 と物 語 の世 界
一浮 舟 に あ らわ れた る一
(1)本 論叙述 の整 埋 と課 題 の反 省
(2)「 宿世 」の転 回 さ れた 了解 と、 そ の現 実化 の未決 着、 及 び僧 都 の示 す転 回 実現 ゐ方法
(3)浮 舟 の境位 と精 神的基 底 の展開 の 終結 、源 氏物 語 の帰 結 な き終結 の意 義
終 章 叙 述 の総括 と論 旨の要約
(二 〉 この研 究 の課 題 は源 氏物 語 をそ の精 神的基 底 につい て解 明 す る に ある。
第1章 に お・い ては 課 題 と研 究 の方 法 につ いて の究 明 をお・こな った。
源氏物 語 の 精神 的基 底 を、 私 は次の よ うに考 え た。 即 ち源氏物 語 の 表現 の姿、 表 現 され た世 界
のすべ て を、 そ の底 の、 深 い と こ ろに澄 いて支 え 、 自 ら展開 しなが ら、 表 現 され る物 語 の全 体 を
導 いて、 源域 物 語 を して 、 あの よ うな形 を とらせ てゆ ぐ ところの、 道理 のは た らき と して、 これ
を考 え た。
この よ うな意味 に澄 け る源氏 物語 の精 神的基 底 を解 明す るた め に、 そ の中 軸 を なす2つ の契機
と して、 私 は 「あはれ 」 と「宿 世 」の観念 を と り上 げ た。 源氏物 語 に 壽い ては 両者 は互 い に深 く
関連 しつ つ、内 面的深 化 をとげ る。 そ の 内面 的深 化 の段階 を追 って の展 開 が、 源 氏物 語 の世 界 を
導 ぐと考 え られ るので あ る。
交芸 に壽 い ては、 表 現 の巧 拙 とい うことは重要 な問 題 で ある こ とはい うまで もない。 表 現が拙
な く、 表 現 しよ うとす る ものを に な うにたえ なか 。た な らばギ そ れは丈 芸 と して高 い価 値 を有 す
る とはい え ない。 しか し表 現 の技巧 は いか に巧 み で も、 そ の心 が空 しか った な らば、 そ れは やは
り同 じこ とで あ る。 今私 の問題 とす る ところは 、源 氏物 語 の 心に つい で であ り、 精 神に つ い てで
ある。 しか しそ れ を静止 的`盾 健 的 に抽 象化 して と らえ よ うとす るので は な く、 ど こま で も作 贔
の世 界 にそ った もの と して、 そ の作 品 の世界 をそ の ように あ らしめ る根 底的 な趣 き方 と して と ら
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え たい と思 うので あ る。
源 氏物 語 の精神 的 基 底 を こ.のよ うな もの と して と らえ、 これ を解 明 す るた め に、 ま ず私 は、 自
分 の 自己 了解 として、 私 自身 の人 闇 た るこ とに澄 け る根 底 的 を欠 如 の了解 、 即 ち人 間 たる ことの
本 質 的特 質 と考 え られ る もの につ いて の 自己 了 解 を持 して これ に あた る とい う方 法 を と 。た。 け
だ し、 源氏物 語の 精 神 的基底 に 詮け る内 面的 深化 の究 明 とい うこ とは、 源 氏物 語 の有 してい る と
ころ の入 間 た る こ との 太質的 な始終 の 了解 を、 論 者 たる私 が 了解 して ゆか なけ れ ば な らぬ問 題 で
あ るか らで あ る。
私 は作 品 に深 く入oて い って、 作 品 の 中 に反 映 してい る と ころの、 作者 の 人 間 た る こ との了解
と、 私 の そ れ とを対 応 させ、 疏 通 させ て、 そ こに作 品 の基 盤 の了 解 に必須 な基本 的 な共 通地 盤 を
み とめ、 こ こを通 路 とL私 の了 解 してい る人 間 た る こ とを前了 解 の芯 と して 、作 品 につ い て聴
き、 そ の語 ろ うとす る ところ、 作 品 に掩 して作者 の語 ろ うとす る と ころ を了 解 し よ うと した。 精
神的 内 面的 な ものの 了 解 はそ の よ う左道 しか ない と考 えた か らで ある。そ こに は い うま で もな く、
私 の了解 の深 さや広 さの制 約が あ る。 しか しそれ に もかか わ らず、 私 の と った研 究 の 仕方 と して
は、 こ うよ りほか に ゆ き方 は ない と考 えた の で ある。
も とよ りこの よ うな研 究 の一 歩一 歩 の途 上 に 誇 い て、 また結 果か らふ りか え って、 源 氏物 語 に
つい ての私 の 了解 を確 かめ、 さ らに導 かれ るた め に、 多 くの先学 や す ぐれ た研 究 者 の研 究 や了 解、
ま た資料 的研 究等 に対 しては、 で きる か ぎ 砂心 を よせ た。 了解 の方法 に とって、 これ は当 然 な学
問的彫鍬 で あ るか らで ある。 そ れ のみ で は な く、 研 究 の途 上 に凄 い ては、 作 品 を通 して作 者 の人
'
間 た る こ との 了解 に よoて 、 しば しば私 自 身の了 解 を導 き深 め られ てい る。 け だ し精 神的 な もの
の了 解 ゐ道 は この よ うな もの で ある と考 え る ので あ る。
そ れ で、 作 品 の精 神 的基 底 を さ ぐ 参、 これ を解 明 す る とい う課題 は、 文 芸 の研 究 と して ど うい
う意 味 を もち、 ど うい う位 置 を もつ で あろ うか。上 の よ うな課 題は、:文芸 の研 究 に 凄 いて の唯一
の課 題 で は ない。 又 丈 芸 に 細 い ては、 この ような問題 を裸 形 の まま取 りあつか う もの で もない 。
しか し少 な く とも物 語 にお い て、 ことば に よ。て述べ られ る物 語 の世 界 の進 行 の基底 には、 そ の
作 品 が人 間 た る ことの本 質的 な特 質 を どの よ うに、 また ど こま で了解 し、 そ れ に どの よ うな態 度
を と 。てい るか とい う筋 目の よ うな ものが、 そ の作 品 の表 現 の世 界 を最 も深 い と ころ に澄 いて方
向 づけ規 定 してい る もの と して、 存 す るは ずで あ る。 それ が、 源氏物 語 に即 してい う左 らば、 源
氏物 語 を あ の よ うな物 語 た ら しめ、 そ うでは 左い よ うには あ らしめ ない と ころ の もの、 源氏 物 語
の 「源氏 物語 ら しさ 」の でて くる最 も深 い と ころ に ある基 底 的 な もの であ る。
この よ うな基 底 に っ い ての解 明は 、:文芸 学 で いわ れ る と ころの、 作 品 の様 式 を明 らか に し、 そ




即ち源氏物語に訟いて、 自然的な世界と、 自然的なものをこえた内面的な世界 とが重層 し入 り
くんで、物語の世界を成 しているのである。一般には筋の牙析や部分の気牙や傾向の特質等にも
とついて、源氏物語の構成が論 じられる。 この章はそれに対応する意味 もあるが、課題の性質上、
精神的基底の展開を底 とし下敷きとして瓜 物語の世界全体 を見わたした解明である。次章に述
べるような精神的基底の構造的関連にもとついて論述をすすめてゆくので、 この観点か らの:重要
度に したがoて 、物語全体に対してはかなりの選択的 なとりあげ方になる.本 章はその操作のた
めの布石であり用意であるo




であ 久 種 着を手がか りとして内簡的深化がなされる。精神的基底の問題として取 り扱 うべき主
たる範囲は、 自然的な世界が破綻 し、内面的深化をとげるそのすじみ ちにある。
第3章 に齢いては、源氏物語の精神約基底の内面的深化の中軸とな 。ている「あはれ 」と「宿
世」にういて、その関連 しつつ内面化してゆ く次第と理由とを論述 した。
「あはれ」は古来の感情表現語であり、 「宿世」は仏教思想に由来する観念語である。従って
太来は、わけていえぱ異なる領域に属するが、源氏物語に於いては両者は関連 している。源氏物
語に訟いては両者は関連しつつ深化 し、究極的には、入間たることの基太的な在 り方 としての欠
如にもとついて、そこか ら発 して くる感情 として「あはれ」があり、そこを知的に反省すること
によoて 考え られるのが「宿世」であoて 、両者は、深い「あはれ」の感情か ら「宿世」の感知
に、又 「宿世」を反省するところか ら「あはれ」の感晴にとふれあい流動する。即ち両者は一方
が他方を結果するというよう左従属的 な関係にあるとい うより、む しろいわゆる等根源的 なもの
であるといoて もよいであろう。 もとよりこれは究極的なところを掘 り澄こしてのことで、源氏
物語にみえる千余の「あはれ 」関係の用例と、忌00余 の「宿世 」関係(「 契」とか「さるべき」






ことの一 々 の場 面 に詮 い て 「あは れ 」の晴 が発 せ られ る。 これ が広義 の 自然的 な 「あはれ ・」で あ
るが、 小論 に澄 い て は 自然的 な愛 の意 味 で の狭 義 の 自然 的 な 「あは れ 」に特 に注 目した。本 居 宣
長 は源 氏物 語 は 「恋 の もの の あは れ 」 を きわ め つ くしてみ せ ようと した もので、 この す じに よ っ
て 「 もの の あは れ 」は最 もよ く し られ る とい う意味 の こ とを いoて い る。 け だ し、 自然 的 な意味
での愛 に よって 「あは れ 」を深 く感 じる とともに、 自然 的 な愛 を発条 と して、 「宿 世 」を深 く し
る とい うす じみ ちが 、 源氏物 語 の中心 を な してい るの で あ る。'
あれ これ の憂 悲苦 悩 に 当面 して 「宿 世 」 とい うこ とに思 い あた る と き、 そ こ には 何 らかの反 省
や内面 性 は ある で あろ う。 しか し何 か の不 如 意 に当 面 して、 「宿 世 」をいぶか しん だ り、 つ ら く
思 った り、 「宿 世 」で あ るか ら仕 方 が ない と考 えた り、 「宿 世 」を口実 に した りす る程 度 で は、
さ して深 い もの とは いえ な い。 これ らは 「宿 世 」の 自然 的 な段 階 で の言 及 とみ うるで あろ う。
しか し「あは れ 」 と「宿 世 」とは、 一 方 が感 情 で あ わ一 方 が知的 な観念 で あ って も、 ともに内
面的 な傾向 を有 す る心 の動 きで あ り反 省 であoて 、 そ こに互 に関連 しつ つ深 化 してゆ ぐ入 闇 の:方
向性 が あ る と考 え られ る。
源 氏物 語 に澄 いて 「あはれ 」と 「宿世 」が、 関連 しつつ 内面 的 深化 を とげる す じみ ちは次 の よ
うにた どる ことがで きる。 即 ち、 源氏物 語 に澄 いて は、 人 を 「あはれ 」 とお もうこ とは 「宿世 」
「
であ る と思 われ る とか、 「宿 世 」を思 うとき 「あ はれ 」で ある とい うよ.うな感 じ方 とか で、 両者
の関連 は は じ まる。 「宿 世 」を深 く反 省 す る こ とに よ。て罪.障の 自覚 が生 じ、 さ らに 「宿 世 」の
罪 瞳 にみい て在 る ことが、 すべ ての 人 ゐ在 り様 で あ る との秩 序 が 了解 さ 江 そ こか ら 「宿世 」に
勘 いて あ る人 間に対 す る 「 あはれ 」が生 じる。 特 に 同苦 的 な 「あは れ 」が生 じる。 この よ うな
「宿 世 」の 了解 と、 そ こか ら生 じる同苦 的 な 「あは れ 」 とは、 自然 的 な層次 の もの では な く、 そ
こを超 え た よ り高 い 層次 の もの であ る ことは 明 らか で ある。 なお一一方 に無 常感 一 一 般 的 には無
常観 とすべ きで あ るが 、 作 晶 の なか では 無 常 の感知 と感 情 が交 ってい る ので、 小論 に 訟 いては無
常 感 と した 一 を根底 とす る 「 あは れ 」が 存す るが、 源氏 物 語 に 於 いては、 無 常 感 は ま だす じ立
。た もの とは なoて いないか ら、 そ こか ら発 す る 「あはれ 」 も、そ の基底 に 澄け る 転 回は 明 らか
では な ぐ、 情感 的 な もので あ る。
人 は苦 悩 に論 い て 「宿世 」を感 知 し、 澄 もい あた るの であ るが、 いい かえ れば、 「宿 世 」は苦
悩 に み ちた もの で あるが、 次 には この 「宿 世 」が、 実は 人 を救 済へ と導 こ うとす る仏 の と りはか
らい で あ り、 慈悲 を もか くして す る方 便で ある とい ううけ と り:方 一 仏 教思 想 の成立 的 左伝 承
か らい う と、 この時代 には ま だ充分 の展 開 をみ て いな いか も しれ ないが 、 心理 的 に は こ うい ら う
文70
＼
け と り方 に な 。て描 か れ て い る 一 が あ らわ れて、 「宿 世 」の意味、 源氏物 語 の世 界の 意味 は
転 回さ れ る。 「宿 世 」は救済 の た めの仏 の と りは か らいで ある との了 解 に よoて 「宿 世 」の了 解
は さ らに宗 教 的 な層 次 に澄 け る転 回 と な り、 源氏物 語 に 澄 いて、 究極 的 な ところ(理 念 と しての)
に 到達 す る(光 源氏 の場 合)。
この よ うな 「宿 世 」の了 解 の到 達 は、理 念 としては なさ れるが、 これ を現 実 に実 現す る こ とは
でき左かo穐 この理 由 を考 え る と、 自然的 な 「あは れ 」の 世界 は、 そ こに 誇 い て 「宿 世 」の は た ら
く場 面 で あ る。 そ の 「宿 世 」に 於 いて、仏 の、 人 を救 済 へ と導 くと りは か らいが は た ら くと うけ
と られ たの で あるか ら、 従 。て 自然的 な 「あは れ 」の世界 は、 即 ち仏 の、 人 を救済 へ と導 くみ ち
び きの場 面 で あ る、 とい うことは 、 論理 的 に当 然 出 て くる と ころで あ る。 しか し源 氏物 語 に論 い
ては、 この 論理 の相 即相 応 は実 際 に は得 られ なか った。 即 ち、 救 済 を障え る 自然 的 な 「あはれ 」
の、 その場そ の場 を、 仏の救 済へ と導 ぐみ ちび きの場 面 と うけ と り、 そ こをそ の よ うに生 きる と
い う態度 を とる ことが で きない の で ある。但 し源 氏物語 に 澄い て、 ここま で一 貫 して追 究 され、
叙 述 の面 に現 わ されて い る とい うので は ない。 しか し源 氏物語 の 表現 して いる と ころ叙 べ てい る
と ころ に した がい、 上 にあげ た精 神的 基底 の趣 くと ころを 求め てゆ くと き、 五 の よ うな 自然 的 な
もの と高 次の 宗教 的 な もの との、 相 応す べ くして相 応 で きぬ橦 着 に ゆ き あたoて い る ことがみ い
だ され る。 つ ま ゆこれ は、理 念 的 には 出て ぐる宗 教 的 な転回 瓜 具 体 的 に実現 さ れ 左いか ら、 こ
の撞着 の矛 盾 が解 決 され ない の で ある。(薫 の場 合)。 そ こで さ らに、 この宗教 的 な 層次 にゑ い
て、 横 川 僧都 に よ 。て示 され る よ うな、 具体的 な 転回 が期待 され る の で あるが、 これは 実現 され
なか った(浮 舟 の場 合)。
第 て章 に あ げた 問題 と方法 に よ って、仔 細 に、 かつ く りか え し源氏 物語 に接 して ゆ くと、 物 語
の世 界 の全体 の始 終が 、そ の底 を支 え てい る こ の よ うなす じ道 に よって展 開 してい る ことが明 ら
か に左 って くる。 少 な く とも私 には そ の ような もの と して うけ とられ るほ かは な い もの とな って
くる。 そ して これが 上 述の精 神的基 底 の始 終に ほ か な らない。 第4章 以下 は この よ うな首尾 を源
氏物 語 の全 体 に あてが1へ ・鱒 には 個 々 の叙 述 か 叙 このす じ道 の彫塚 や反 省を得 つ つ、 物語 に論
け る内 面化 と転 回 の す じ道 に しぼ って、 経過 的 に 重点 をえ らび と 。て考察 した ととろ を叙 述 して
いoた 。
第4章 か ら第8章 ま で の叙述 の概 要 を まとめ る と次 の よ うに なる。
さ きに も叙 べ た よ うに、 自然 的 な 「 あは れ 」の様 相 は源 氏物語 の世 界 をほ とん ど齢 お・ってい る
の であ るが、 私 は浮 舟 に特 に注 目 して、 自然的 左 「あはれ 」の本 性 を これ にお いて た ど った。 浮
舟 に は 自然的 な 「あは れ 」の輝 か しさが、 訟そ らぐ物 語 中の他 の女性 にあ ま 砂例 を み ない よ うな
美 しさで あ らわさ れて い る と ともに、 この は かな さ、 その 罪障 ある姿 もま た深 く印 しとみ とめ ら
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れ て い るの で ある(箆8章 第 ～節)。 この 自然的 な 「あはれ 」に ひそ む罪 障 の 問題 は、物 語 の最
初 の 部分 に 論 いて、 藤 壺 と六 条 御 慰所 に よっ てまず ゆ きあた られ る。 藤 壼は 光 源氏 との 秘密 の愛
の罪 責 に よ って、六 条 御息 所は 愛執 の あま り生 霊 に な った との 自覚 に 細 いて、 そ れぞ れ の罪 責感
や 苦悩 を 「宿 世 」と して反 省 し、 そ こに「宿 世 」の罪障 と して の 自覚 を生 じた の で ある(第4章
築1節 第2節)。 「宿 世 」の罪障 の 自覚は、 光 源 氏 の妻女 三宮 と通 じた柏木 に澄 い て も深 い もの
が み い だ され る(第5章 第1節)。
光源 氏 は この物語 の主 人公 と して、現 前の こ と と して 当 面す る苦 悩(女 三宮 と柏木 の秘 密 の暴
露、 女三宮 の 灘)に 、 過 去 の 自分 の罪 瞳(父 桐壺 帝 の寵 妃藤 壷 との秘 密、一 子(冷 泉帝)の 出
生)の 応 報 を み、 将 来 に 器 ける応 報 を、 現在 の 場 面 で澄 も うの で あoて 、 「宿世 」の秩 序 が、 源
氏物 語 の大 綱 を な して いる ことが彼 の 自覚 に よ 。て明 らか にさ れ るので ある。 光 源氏 は この よ う
左 自覚 か ら、 柏木 と自己 とが、 ひ と しく「宿 世 」の 罪障 に詮 い て在 るこ とをみ とめ(即 ち、 「宿
世 」に 誇 いて在 る こ とが、人 聞 に共通 な存 在 の 仕方 で ある ことをみ とめ)、 柏木 の苦 悩 とそ の運
命(彼 は 遂 に死 に い た る)に 対 して、 同苦 的 な 「あはれ 」を生 じるの で あ る。(第5童 第2飾)。
次 に 「は か な さ 」 一 無 常感 の問題 で あ るが、 自然 的 な 「あはれ 」に 誇け る はか な さの感
知 と深化 を紫 上 に 澄い てた どった。紫 上 は光 源氏 との 「世 の 中 」(愛 情 関係)を み つ める こ とに
よoて 、 自然的 な 「あは れ 」の はか なさ を澗察 した。 即 ち光源 氏 の女 性 関係 に 対 す る苦 悩 の体験
か ら、 本来 自然 的 な 「 あは れ 」はは か な く、 人生 もまた はか ない もの で あ る こ とを知 った。 そ こ
か ら深 い 無常 感 を心 に纏 え るに い た り、無 常感 に よる 「あ はれ 」の情 を生 じて い る(築6章 第1
節)。
宇治 の 大君 は 紫上 の心 境 の継 承 者 で ある。 大君 は 自然 的 な 「あ はれ 」の はか な さ を知 る ゆえに、.
薫 の 愛情 を うけ いれ る こと がで きなし㌔ しか し薫 の誠 実 さか ら両 者 の間 には大君 の死 を前 に して、
s
深 い 信頼 の 情が 通 い あ う。 けれ ども これ も時の経 過 の 前 には 変 易は まぬ がれ ない で あろ うと感 じ
る大君 は、 死、 ある いは 出 家をす る ことに よ 。て、 その 変 易 を とどめ よ うとす る。 しか しそれ ら
はい ずれ も、 真 に 自然 的 な 「あは れ 」の本 性 に存 す るはか なさ を離 れ る解 決 の道 とは な らない
(第6章 第2節)o
光 源氏 はそ の人 生 の終 りにお いて、 罪障 多 く苦 悩 多 か った 自分 の一生 を 「宿 世 」 とみ、 「宿 世」
は、 仏 が人 を救済 に導 こ うとす る と りはか ・らいで ある との受け と り方 に到達 して、 「宿 世 」の 意
味 、 さ らに人生 の 意 味 を 転回 す る。 即 ち源 氏物 語 に誇 け る 「宿 世 」の 了解 の 究極(理 念 として)
に到 達 す るの であ る(第7章 嬉1節)。 この 受 け と り方 は宇 治十 皓 に うけ つが れ、薫 は 改 め て一
層 は っき りした表 現 で、 同 様の 「宿 世 」の 了 解 を示 す。 薫 の課題 はそ れ を現 実 に生 きる とい うこ
とに ある。 しか し彼 に 澄 い て、 それ は遂 に理 念的 な了解 に訟 わ って、 そ れ を現実 に実現 す ること
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は で きな いで、 その 内面 的深 化 は停 滞す る。 そ の結 果 と して靖蛉 巻 後半 の彼 の 軸御、 頽廃 が生 じ
て くる。 しか も一方 に 寿 いて 道心 は す て る こ とが で き ない。 この よ うな低迷 の状 態 で、 薫 は物語
の終 りに いた るの で ある(第7章 第2節)。
浮 舟は 自然 的 な 「あはれ 」の輝 か しさ と とも に、 そ こに ひそむ罪 障 も苦 悩 を も深 く これ を体鹸
し、 自然的 左 「あは れ 」の破 綻 か ら、一 度は 入水 を決 意 して 家 を出 るが、横 川僧 都 に す くわれ、
再 び 自然 的 な 「あは れ 」の世 界の 苦悩 に お ちい らない た め に、 出 家の 世 界 に入 った(第8章 第1
節)。
源氏 物語 の精 神的基 底 と しての 「あはれ 」 と「宿 世 」の 内面的 深 化 の す じ道 を、 物 語 の 中 で 中
心 的 に に な うのは、 光 源氏 一 薫 とい う線で あるが、 浮舟 は さ らに それ を澄 しす すめ るべ き
境位 に論 か れ るの で ある。 但 し浮舟 の動 く場 の構 図 は横 川 僧都 の線 の上 に 誇か れ るの であ る が、
精 榊 勺基底 の展 開 と して は、 本 論 に縷 説 した よ うに、 光 源氏 一 薫 の線 に訟 いてみ るべ き もの
で あ る。 即 ち横 川僧都 は 浮 舟 に 自然 的 な 「 あはれ 」の世 界 に帰 り「 もとの御 契 」の と う りに生 き
るこ とをすす めて い る。 さ きに薫 の 「宿 世 」の了 解 の理念 的 な到 達 と、 それ に もかか わ らず そ れ
を現 実 に実 現 す るこ とをえ な いで 停滞 して い る こ とを の べた。 今、 浮舟 が横 川 僧都 の捨 しえの と
う 桝(、 自然的 な 「あは れ 」の世 界 にか え る こ とに よoて 「宿 世 」の なか に生 きなが ら、 『これ を
仏 の慈悲 によ る救 済へ の導 き と うけ とる、 光 源氏 一 薫 にみい て示 され た宗教 的 転回 に 関す る
理念 的 な了解 を実現 す る、 とい う解決 もあ りうる。 又僧 都 は一 日の 出家 の功 徳 の無量 な る こ とを
さ として、 自然 的 な 「あは れ 」の世界 に住み なが ら、 念 々の 転回 に 論い て救 済 の あ る ことを 論 し
え てい る。 しか し浮舟 はそ の いず れ を うけ いれ る こ と もで きな いb浮 舟は 出家す る こと に よoて 、
薫 よりも一 歩 ふ み出 す かにみ え るが、 僧都 の 論 しえ に もかか わ らず、 そ れか らど う動 ぐこと もで
きぬ 立 ちす くん だ状 態 の まま、 源氏 物語 は 終 るの であ る。
この間 の僧 都の 言動 は、 薫 に対 し浮 舟 に対 す る、 世界 苦 の如 き「あはれ 」に発 す る と考え られ
るoこ の よ う左 「あはれ 」は、 光源 氏 に よoて 到 達 され た 同苦的 な 「あはれ 」を、一 層 普遍 的 な
もの とした もの と考 え られ る。 しか しそれ もま た十分 に:具体的 には、 両 者 を摂 し支 え た とはい え.
ない で終oた の で あ る(第8章 第2鰍 第5節)o
以 上 の よ うな考 察 に.よoて 、 「あは れ 」と「宿 世 」 を中 軸 と して、 源氏物 語 の 精神 的基 底 を物
語の 世 界 の中 に探 る とき、 それ は は じめ にか かげ た よ うな す じ道 に澄 いて、 具 体的 には以 上 の よ
うに展開 しつ つ、 物 語 の世 界 を導 い て 診 り、 精 耕豹 基 底 の展 開が停 止 した と き、 物 語 もまた 終 る
とい うこ とを明 らか に しえ た と考え るの で あ る。
終章 に凄 いて は 以上 の叙 述 を総 括 して、 との よ うな研 究 の文 芸学 に海 け る位置 を考察 し、 あわせ
て、 この よ うな研 究 を土 台 と して、 将来 展 開 しうるで あ ろ う研 究の 方 向 につ いて の み と澄 しを述
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べ た。
この論文 におい て私 の意 図 し、 解 明 し よう と した ところの 中心 は 次 の よ うな諸点 で ある。
私 は 「精 神的 基底 」の観 点 を提 出す る こ とに よ って、 作 品 の表 現 せ られ た世 界 を支 え る根 底 の
精 神的 世 界 を敬 りあつ か う、 問題 の 場 面 を確保 しよ うと した。
そ して源氏物 語 に冷 け る精神 的 基底 と、 物 語 の世 界 の展 開 の相 即 をっ きとめつ つ、 精神 的基 底
の具 体 的 な展 開 を解 明 し叙 述 し よ うと した。
具 体的 には 先学 に よ って示 された 「あは れ 」及 び 「宿世 」の観念 を と りあげ、 そ れ を物 語 の仔
細 な究 明 に よ 。て高 次 な もの に方 向 づけ た上 で、 この2っ の観念 を、 物語 の精神 的 基底 の中 軸 と
して の勧点 か ら、 そ の関連 と深 化 の さ まを物語 全 巻 に わ た って徹 底的 に追 い、 物 語全 体 を動的 な
重 層性 に 澄 い て と らえ、 出来 うるか ぎ り深 い ところ で、 統一 的 に把 握 しよ うと した 。
そ して、 この よ うに してえ られた 源氏物 語観 を根 底 と して、 部分 の解 釈 を深 め、 部分 の解釈 の
探化 に よ って、 す で にえ られた 源氏物 語観 をさ らに 固め、 秩序 づ け よ う と した。
.文芸作 品は こ とば に よる表現 を もつ ので ある 瓜 そ こには一連 の全体 的 なず じ道 とま とま ウが
あ り、 そ れぞ れ に或 る限定 され た意味 の統一 が あ る。この 作 品 に詮 け る全 体的 なま とま り、 意 味
の統 一 の根 底 を どの よ うに究 明 す るか と い う ことが私 の問 題 で あ った。 その 究 明の た め に、 私 は
「精 ネ舶勺基 底 」 とい うこ とを考 えた ので ある。 精神 的基 底 を解 明 す る ことは 、表 現 せ られて いる
世 界 のす べて、 さ らに はそ れ らを通 して知 られ る作 者 の もの の考 え方 や観 方 を、 然 か あ ら しめ て
い る根 底 を、 明 らか に す る こ とで ある。 そ の方法 として は、 作 品 に 診け る精 神的 な ものの結 着 を
み きわめ、 これ を了解 す る方法 と して、 自 己の内 面的 な了解 を前了 解 の芯 と しつ つ、 対 象 にそ っ
て その 語 る ところ を聴 き、 こ とば を手が か りとして そ の内 面的 な世 界 を了解 し、 それ を客観 的 な7
研 究 や 資料 に つ い て も徴 験 す る とい う方法 を と った。
そ して この よ うな研 究 は、 丈 芸 の問題 と して、 或 いは 少 左 くと も交芸 の研 究の 前提 的 基麓的 な
問題 場 面の 究 明 と して必 要 である。 それ は作 晶 の心 、 精 神 の問 題 と して 、 作品 研 究 に知 いて不可
欠 で ある と考 え られ る。
さ らに以 上 の よ うな研 究 が、 源 氏物 語 の精 神的 世界 を統一 的 に把握 す る もの と してえ られ るな
らば、 私 の み る とこ ろでは、源 氏物 語 を典 型 と して、 他 の平 安 時代物 語 につ い て も一連 の統一 的
な研究 がで きる と考 え られ るの で あ る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論:文は、 源氏 物語 の 精 神的 基 底 を 「あはれ 」 と「宿 世 」の意識 と を枢 軸 と して解 明 しよ うと
した もので、 す べ て9章 か ら成 る。
「第 霊章 私 の課 題 と研 究 方法 」に 冷い て、 筆 者 は、 まず、 源氏 物 語 の精 神的 基底 とは この作
品 の世界 を支 え導 いて い る道理 の ことで ある とLそ のは た らきを動 的 に捉 え る とい う課題 を設
定 して いる。 研 究 の 方法 につい て は、物 語の 作者 の入間 た るこ との了 解 と筆者 自身のそ れ との 間
に共通 の地盤 が ある との 前提 の下 に、 作品 そ の もの に即 して 精神的、 内 面的 な もの を了解 す る こ
とがで きる と説 くQこ の よ うな研 究は 、 筆者 に よれば、 作 品 の文 芸的様 式 を明 らか にす るた め の
基礎 を なす もの で あ る。
「第2章 源氏物 語 の世 界 の重 層性 」で は、 精 神的 基 底 を解 明 す る端 緒 と して、 源 氏物 語 には、
2つ の世界 の 重 層的 に入 組ん でい る こ とが振摘 され る。 第1の 世界 は 、主 として物 語 の 前 半 部 に
見 られ る もの で、 自然的、 現世 肯定 的 で ある こ とを特 色 とす る。物語 の後 半 部に な る と、 自然 的
左世界 に破綻 が生 じ、 それ に反 省 が加 え られ 内面 化 され て悲 劇 的様 相 を呈 す る の であ 。て、 そ こ
に第2の 世 界 が現 出す るQ筆 者 が精 神 的基 底 の問 題 と して焦 点 を海 くの は、 自然 的世 界 の内 面的
に深化 され る過程 で ある。 そ の重 要 な契機 と考 え られ る もの 瓜 即 ち 「あは れ 」と 「宿 世 」の 意
識 に{外な らないo
「第5章 源氏物 語 に齢 け る 「あは れ」乏 「宿世 」」 の論 述 に よれば、 源 氏物 語 の 「あ はれ 」は
多 く自然 的 な 愛に関 す る もの で あるが、 そ の憂 悲 。苦 悶 に直面 す る ことに よ。て 「宿 世 」が深 く
感 知 され、 そ うい う意識 が 罪障 の 自覚 を誘 い、 「宿世 」を負 うた他 の人 間 に対 す る同苦 的 左 「あ
は れ 」を生 ず る。 「宿 世 」の意識 には 苦悩 が伴 いが ちであ るけれ ども、 「宿世 」は実 は、 救済 の
た め の仏の取 り計 らい で ある とい う風 な受取 夢方 がなさ れ る よ うにな る。 そ の点 は、 しか し理念
的 な ものに止 ま り、実 際 に具 現 さ れ る には至 らなか 。た。
この ような筋道 を、 筆 者 は 「第4章 「宿 世 」の罪 障 と しての 自覚 」「第5章 「宿 世 」観 の
確立 と 「あは れ 」の深 化 」 「簗6章 自然的 な 「あは れ 」の反 省 」 「第7章 「宿世 」の 解 釈 の
転回 と停 滞 」及 び 「第8章 源 氏物 語 の精 耕的 基底 の終 結 と物 語 の世 界 」に 澄い て、 筋 の遮 び や
入物 の行動 ・性格 。心理 な ど を分 析 しつ つ具 体 的 に追 求 レ 「終 章 叙 述 の総 括 と論 旨の要 約 」
で締 め くく りをつけ てい る。 そ の 骨子 の次 の通 りで ある。
紫 の上 は、 光 源 氏 との愛i青関係 か ら自然 的 な 「あはれ 」の はか なさ を知 り、宇 治の 大君 も同様
の心情 を経験 した 瓜 そ こか らの離 脱 の途 は死 に よoて 朗 さ れた。 自然 的 な 「あはれ 」の中 に潜
む 「宿世 」の罪障 を自覚 した のは、 まず藤 壺 と六条 の御 息 所 であ氏 光 源氏 は秘密 の罪 の応 報 に診
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の の いて 「宿 世 」の きび しさ を思 い、柏 木 の運 命 に同苦 的 な 「あはれ 」を催 すが、 「宿 世 」が救
済 へ と導 く仏 のはか らい であ る との 了解 に達 す る。 薫 は それ を承 け継 い だ ものの、 低 迷 の状 態 で
終 った。 光源 氏 と薫 との精神 的 な系 譜 に立 って、 「あは れ 」 と「宿 世 」の意 識 を内面 的 に推 し進
め るべ き境位 にお か れ たのが浮 舟 で、 横 川 の僧都 か ら、 自然 的 な 「あはれ 」の世 界に帰 り住 み な
が ら、 念 々繊悔 す る こ とに よoて 仏 の救 済 に あず か り得 るこ と を教 え られ た。 しかL浮 舟 はそ
れ を受入 れ る ことが で きず、 そ の立 ちす ぐん だ姿 を残 して、 源氏 物 語 の 世界 は閉 じられる こ とに
な るo
如 上 の 筆者 の 見解 は、宏 居 宣長 が 源氏物 語 の本 意 を 「 もの の あはれ 」に認 め た説 を出 発点 と し、
そ の 後諸 家 に よ 。て取 上 げ られ た 「宿世 」の観念 を導 入 して、 独 自の方 向に 進 ん だ もの で ある。
「あは れ 」が本来 感 情 で あ るのに 対 して、 「宿 世 」は仏 教 的 な観念 で あ るか ら、 そ れ らを同次 元
に並 置 して扱 うこ とには問 題 が ある と思 われ る。 しか し、 この2つ が 実 際に 詮 い て密接 に絡 み 合
って いる こ とは確か で、 筆者 が 従来 閑却 され て い たそ の関係 に視点 を定 め て、 源 氏物 語 の精 神 的
基底 を統一一的 に認 識 しよ うと したの は卓 見 で ある とい える。 その よ うな 視点 か らは、 筆 者 のい わ
ゆ る第1の 世 界 よ りも笛2の 世 界 に重 み がか け られる こ と にな り、源 氏物語 の全 円的 な把握 の上
で は偏 りの生 ず る こ とを免 れ をか うたけ れ ど も、 源 氏物 語 の特 質 はか え って よ く押 え られ て い る。
筆者 は、 太 丈 の丹 念 な検 討 に基 づ き、 首尾 一 貫 した周 密 な立 論 に よ って 源氏物語 の精 神 の深奥 部
に迫oて 訟 り、 特 に 「宿 世 」の解釈 に創意 が 認め られ る。 それ らの点 に訟 いて、 添論 丈 は、 源氏
物 語 の文 芸 学的 研 究 に新 生 面 を開 い た もの と して 高 く評 価 され るべ きで あ る。
なお、 上 記 の太 論 交審.査担 当 者 は、 本論交 の提 出者 が、 大 学院 博 士課 程 修了 者 と同 等 以 上の 学
:カを有 す る ことを確 認 した。
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